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-E 好〈11〉，等が弗素lと関する広範な研究を行ない，その
第 1章緒 中lζ腸内細菌lζ及ぼす弗化ナトリウム，及び重弗化
弗素がハロゲン中化学的に特異な存在であること ナトリウムの影響について精細な観察が試みられて
は早くより知られていたが，ハロゲン属兎素中弗素 いる。最近K至り，クレーブスサイクルと，モノ弗
のみが其の特異な化学的性質のために生物学的には 化酷酸ナトリウムとの関係が注目され， ζれに関し
永く未知のままであった。弗素の生物学的研究lとっ て Ackerman(12)，Fawaz(13)等の研究がある。叉
いては 1889年 Tappeinerω(2)は弗化ナ、トリウムは Clowes(14)は燐酸化 (Phosphorylation)に対する
晴乳動物に局所作用と軽度の吸収作用のある事及 作用を追求した。更にビールスに対する影響を研究
び， 2---3の細菌K発育抑制力をもっ事を証明し したものには渡辺(15)の東部馬脳脊髄炎ビールスに 
7こ。即わち弗化ナトリウムをブイヨン中l乙0.5%前 関する研究， Ackermannのマウスのインクルエ
後添加する事により大腸菌，黄色葡萄状球菌等の発 ンザビールスに関する研究， Ainslie(16)のポリオピ
育を抑制すると述べている。 1890年 O-Hewelke(3) ールス花関する研究等，其の他何れも主化，モノ弗
はチフス菌，黄色葡萄状球菌，肺炎菌， 連鎖状球 化酷酸ナトリウムを用いて行われた研究が次々と発
菌，炭素菌等を用いて抗菌作用を検査した。 表せられている。吾が固に於ても 1953年厚生省に
次で 1899年 MarpanIi仰は酵母lζ弗化ナトリウ 弗素委員会が設置され基礎，臨床各方面に亘って非
ムを種々の濃度で作用させて酵母l乙対する弗化ナト 常に広範囲の研究がなされた。然し乍ら弗素の殺菌
リウムの発育抑制力及び牛乳，葡萄酒等の防腐力を 機序については今尚確証が得られていない現状であ
実験した。 1931年 Churchil1と Smith，Lantzと る。著者は弗化ナトリウム，弗化カルシウムを用い 
Smithが弗素含有飲料水が斑状歯の原因である事 てとの点を解明すべく実験を行った。乙 ζに得た成
を証明し， 1937年須Jl!(5)(6)は朝鮮の知名温泉は大 績を報告して参考に供する。
部分弗素を含有していて，その近傍の住民民斑状歯
を見る事が多い事実を発表した。 1947年 Clapper(7)
第2章 NaF，CaF2の各種細菌に対する
抗菌作用について
は弗化ナトリウムの口腔内乳酸菌の発育lζ対する影
響について報告し，その酸産生能と歯牙踊蝕の関係 第 1節固形培地に於ける発育抑制試験 
を論じ， Robert J，Fitzgerald(8)は Micobacteria AJ 実験方法及び実験材料 
の新陳代謝K対する弗化ナトリウムの作用民ついて 1) 培地:固形培地 (2%ゼラチン培地)を使用。
述べている。わが国K於ても平田(9)及び富田〈103，三 培地中に NaF，CaF2，を各々 2.0%，1.5%，1.0%， 
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0.5%の濃度に含有せしめ pHを夫々 pH5，pH7， 
pH9，Iζ調製したものに被検菌を一白金耳宛接種
し， 200C 14日間培養した。叉，対照として 2%ゼ
ラチンを pH5，pH7，pH9 !'C調製した。
2) 被検菌:大腸菌 (Fρ。チフス菌 (H-901VI抗
原)。志賀菌。赤痢駒込菌(駒BJII)。葡萄状球菌
(209P)。燈色葡萄状球菌 (S.Citreus)。枯草菌。 
Mic.-Lysogentis。貫井(サルモネラ属)。岐 2-P
(鼠デフス)の 10株を使用した。何れも教室保存の 
菌株である。とれ等を普通寒天培地K数代継代培養
を行った後使用した。
3) 使用菌量:18~20 時間寒天斜面に培養した
菌ー標準白金耳を 5ccの普通ブイヨン中に浮併さ
せ， ζれを一白金耳宛接種した。
4) 検査法:培養7日及び 14日後に於て Lupe
を用いて肉眼的に菌苔を観察した。
5) 弗化ナトリウム:微細なる方状を呈した白色 
結晶であり水に梢難溶性であるが 150CR.於て約
4%の溶解度を有する。実験に使用した NaF，は
森田工業株式会社製の純度 98%のものであった。
6) 弗化カルシウム:純白な粉未であり難溶性に
して 150CR.於て水に約 2%の溶解度を有する。実
験に使用した CaF2，は国産化学株式会社製の M・ 
W=78.08の最純度のものであった。 
BJ 実験結果
1) ゼラチン培地lζ於ける NaF，の影響
ゼラチン培地上に於ける NaF，の細菌発育抑制
力は培養7日後に於て第一表の如くである。即ち
1.0%では完全に菌の発育阻止が認められ， 0.5%で
は pH7R於てチフス菌，大腸菌，枯草菌， M・Lyso
の発育阻止が見られ， )駒込 BDI，葡萄状球菌の発育 
が少しく抑制された。 pH9R.於てはチフス菌，大
腸菌の発育阻止が認められ，志賀菌の発育が少し抑
制された。その他の菌については発育抑制は認めら 
れなかった。 pH5R.於ては発育抑制を認められ
た。 
2) ゼラチン培地K於ける CaF2，の影響 
第二表に示せる如く CaF2，の濃度に関係なく，
pH5を除き全部発育阻止作用は認められず菌の発
育を示し唯 pH5t於ける発育阻止は pHI'C関係す'C
る事が考えられた。 
以上の如く NaF，CaF2 のゼ、ラチン培地に於け
る各種細菌の発育に及ぼす影響を検し， NaF， R.於
ては 1%以上で完全に菌の発育抑制を認め， CaF2， 
!'C於ては 2.0%でも pH5を除き菌の発育抑制力が
ない乙とが分った。 
C) 小 括
古くよりカルシウムは NaFの為害作用を減弱す 
るとされている。末)1Iく17)は NaFと塩化カルシウ
ムは括抗的に作用すると云い，、美濃口(18)は NaF 
混入炭酸カルシウム 3%，10%の水溶液では弗化物
中の弗素 67.4--65.6%は水に難溶の CaF2 となっ
て沈澱する事を認めている。永井(19)は 5%乳酸カ 
Jレシウム溶液 0.5ccを経口投与し 30分後に 5000 
P. P. M NaF溶液 0.5ccを経口投与した所1匹 
のラッテも死亡しなかった。叉両液の 0.5ccを混じ
投与した場合も死亡しなかった事を報告している。
大久保(20)は NaFの蝦基血管への影響は正常か拡 
張時に於ては収縮せしめる作用があるが CaFzでは
余り顕著ではないことを証明している。更に岩沢(21)
第 1表 各種細菌に対するゼラチン培地に於ける NaFの発育抑制 
0.5% 
9.0 
1.0% 1.5% 2.0% 
5.0 1 7.0 I 9.0 5.0 1 7.0 I 9.0 5.0 I 7.0 I 9.0 5.0 1 7.0 1 工よγf
大 腸 菌 一 一一 一 一 一 一 一
チ フ ス 菌 一 一 一一 一 一 一
十志 賀 菌 一 + 一 一 一 一 一 一
層句 込 B E 十土一 一 一 一一 一 一
黄色葡萄状球菌 十+一 一 一 一 一 一 一 一 一
燈色葡萄状球菌 十 一一 一 一 一 一 一 一+ 
十枯 草 菌 一一 一 一 一 一 一
Mic. Lysogentis 十一 一 一 一 一一 一
十貫 井 一一 一 一一 一 一 一 一+ 
岐 2-P 十一 一 一 一 一 一 一 一 一 一+ 
(菌の発育を認めたものを(+)とした)
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第 2表 各種細菌に対するゼラチン培地に於ける CaF2の発育抑制
干主 0.5% 5.0 1 7.0 1 9.0 
大 腸 菌 十 十 
チ フ ス 菌 十 + 
志 賀 菌 十 十 
駒 込 B E 十 + 
黄色葡萄状球菌 十 十
燈色葡萄状球菌 十 十
枯 草 菌 + 十
Mic. Lysogentis 十 十
貫 井 十 十 
岐 2-P 十 + 
1.0% 
5.0 I7.0 1 9.0 
+ + 
+ 十
+ 十
+ + 
十 + 
十 + 
十 十
十 + 
+ 十
一 十 十
1.5% 
5.0 1 7.0 I9.0 
一 十 + 
一 十 + 
一 + + 
一 + + 
一 十 + 
一 十 + 
十 十 
+ + 
十 + 
十 十
2.0% 
5.0 I7.0 I9.0 
+ 十
+ 十
+ 十
+ + 
一 + 十
十 十
+ 十 
+ 十
+ 十
十 + 
菌の発育を認めたものを C+)とした
は CaCoa添加は NaFの為害作用に対して若干中 状態を検査した。
和性緩衝性lζ作用することを述べている。永井(22)
は弗素を合む水を飲用する場合同時K Ca K富む食
餌を摂るのが良く之によって Sodiumfluorid を 
Calcium fluorid R.変じて Sodiumfluoridの悪
効果を著しく減少せしめると述べている。渡辺(23)
は胎盤の弗素量はカルシウムを投与すると弗素単独
投与の場合より少ない乙とを発表し， 二階堂(24)は 
CaC12が混在すると弗素イオンの腸管よりの吸収
は著るしく減少されるし CaC12tL由る抑制は CaF2
の形成による為であると報告している。上記の事実
よりして著者の実験による結果は CaF2が水に難
溶性であるため，弗素イオンの溶出が少ない事によ
るものであると考えられた。叉 Fイオンの離脱度 
K対する pHの影響については鈴木(25)竹田(26)は
弗素吸着歯牙より Fイオンが外囲溶液中K離脱する
度は pH3.0> pH 4.0> pH 6.0> pH 7.0> pH 8.0 > 
pH9.0で Hofmeisterのイオン系列K一致すると
報告している。著者の NaFの細菌発育抑制試験に
於ける 0.5%NaF加ゼラチン培地上の所見による
と，発育菌中枯草菌， M.Lysoが pH7R.於て発
育せず pH9K於て発育を認めた事は鈴木，竹田
の報告を裏付けるものであり， 叉 NaFの細菌発
育抑制力は， Fイオンによる乙とが推定された。
第 II節 液体培地に於ける発育抑制試験
実験方法及び結果 
1) 液体培地K於ける NaFの影響
実験:NaFを0.5%，1. 0%， 1. 5%，2;0% R.含有
せしめ pH= 7R.調製した普通ブイヨン中に一定量
の菌を接種した後 24，48，72，時聞に於てその発育
結果:第E表の如く燈色葡萄状球菌， M.Lysoは
第 3表 各種細菌に対する液状培地に於ける 
NaFの発育抑制 
lよ1空 :10.5%11叫 1叫 2.0%
十大 腸 菌 + 
チ フ ス 菌 ++ 
葡萄状球菌 H904 一
パラチフス B菌 
±+ 
土 一
志 賀 菌 
一+ 
十 一

駒 込 B E 

+ 
十+ 
十 十葡萄状球菌 209P ++ 
樟色葡萄状球菌 一 
Mic. Lysogentis 一
中市 草 菌 十十 + + 
貫ー 井 十 ++ 
岐 2-P 十 + 一
菌の発育を認めたものを C+)とした
+ 
他の菌lζ比して最低の NaF濃度 0.5%K於て発育
が阻止された。枯草菌は ζれに比して造かに抵抗が
強く 2.0%tL至っても発育が阻止されなかった。葡
萄状球菌も略々同様であった。貫井，及び岐 2-P
は共に之等よりやや抵抗が弱く1.5%濃度で僅少の
発育が見られ 2.0%濃度では発育が阻止せられた。
大腸菌，チフス菌， H904，パラチフス B菌は ζれ
等よりも抵抗が少なく1.0%濃度で発育が大部阻止
された。 
2) 液体培地に於ける CaF2の影響
実験 :NaFの場合と同様にしてその菌の発育状
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態を検査した。
結果:第4表の如く， CaF2添加普通ブイヨン中
では各種の接種菌κ於てその発育阻止作用は認めら
れなかった。
第 4表 各種細菌に対する液状培地に於ける 
CaF2 の発育抑制
下五γ」哩=:_:TO~5%-1 1.0刻一九 1 2 .0%
大 腸 菌 + + + 十+ 十チ フ ス 菌 + 十
葡萄状球菌 H904 + 十 + 十
パラチフス B菌 十
志 賀 菌
十 十 十
十 十 十
駒 込 B 直 十 + 
十
十
十
葡萄状球菌 209P 十 + 
十
++ 十檀色葡萄状球菌 十 
Mic. Lysogentis 
+ 
十 十 + + 
十
一+-・枯 平 菌
 
貫 井
 十
十
十
十
+ 
十
+ + 十岐 2-P 十十 
菌の発育を認めたものを(十〉 とした
第 3章 液状培地に於ける Fイオンの影響
第 1節実験方法及び結果
実験:使用せる菌株は大腸菌，枯草菌，及び白癖
菌 (TrichophytiaCratriborn)を使用した。大腸
菌及び枯草菌lとは普通ブイヨンを白癖菌には 
Sabourandの液体培地を用いた。
方法:普通ブイヨン及び Sabourandの液体培
地IrCaF2を2.0%含有せしめ一白金耳の菌を接種
した後直流1.5Vの乾電池を使用し 24時間通電しF
イオンを遊離させ菌の発育に対する影響を検した。
叉対照として普通ブイヨン及び Sabourand液体
培地中に一白金耳の菌を接種し同様に 24時開通電
し対照とした。
実験成績:大腸菌は通電 24時間後に B・G・L・ 
B培地に植え 370C48時間後に判定した所糖分解
能を示しガス発生が認められた。枯草菌K於ては普
通ブイヨンに接種し 370C24時間後1[，白癖菌は 
Sabourand囲形培地に移植し 260C1週間後菌の
発育抑制j力を検した所，発育阻止作用は認められな
かっTこ。
実験:前回と同様は CaF2 を2.0，%含有せしめた
普通ブイヨン及び Sabourand液体培地中氏一白金
耳の菌を接種した後， 今回は直流 15Vの乾電池を
使用し， 24時間通電し Fイオンを遊離させ各種細
十十十十十+++++++
菌に対する発育抑制を検した。尚白癖菌l乙対しては 
5分， 10分， 15分， 30分， 1時間， 3時間， 6時
間， 24時間各々通電し菌の発育抑制を検した。叉普
通ブイヨン及び Sabourand液体培地に一向金耳の
菌を接種し同様に直流15Vを通電し対照とした。
尚後培養としては大腸菌K対しては B・G・L・B
培地，チフス菌，パラチフス菌，[志賀菌，駒込Bill，
貫井，岐 2-PIとは Drigalski，209 P，M-Lyso枯
草菌には普通ブイヨン，白癖菌lとは Sabourand固
形培地を使用した。
実験成績:第五，第六表に示した様lと各種細菌は 
Fイオンにより発育が阻止された。 ζれに反し対照
は全部発育を示し，発育阻止作用は電流民影響され
たものでない事が明らかであった。 
第 5表 各種細菌に対する液状培地に於ける 
Fイオンの発育抑制
一-一、-___ 2% |対照
菌株 一一--一一一一一一一_¥ ブイヨン
大 腸菌
チフス菌
葡萄状球菌 H904
パラチフス B 菌
志賀菌
駒込 B il 
葡萄状球菌 209P 
澄色葡萄状球菌 
Mic.-Lysogentis 
枯草菌 

貫井 

岐 2-P
 
第 6表 白癖菌に対する Fイオンの発育抑制状態
hr山里?日'ドU'r巾いhrI山 r同24i hrI 
号るも ~I+I+I+I+I+I-I-I-I­
対 照 l 十十|十 1+1+1+1+1+1+1
第4章 括
NaF等の抗菌力は既lと多数の先人 lとより研究が
行なわれている。 1889---1890年 Tappeiner(1)(Z)は
ゼラチン培地IrNaFを添加し之に菌を接種して平
板に培養した。用いた菌種はコレラ菌，酪酸菌，大
腸菌，黄色葡萄状球菌であったが， 0.259るNaF濃
度でコレラ菌，及び黄色葡萄状球菌が発育抑制せら
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れ 0.5%で他の菌も抑制せられると報告した。 1890 著者の実験によれば大腸菌，チフス菌， H904菌，
年 O-Hewelke(3)の報告によればチフス菌， アント
ラチス，肺炎菌，連鎖状球菌，黄色葡萄状球菌等は 
NaF 0.5~0.67% を jブイヨンペプトン水K 加えると
発育せず 0.3~0.35% では著明 lζ発育を抑制するし， 
0.15~0.25% では軽度 K抑制すると述べている。 
1899年 Marpann(4)は1000ccの尿v0.5gを加えc.
ると 14日後K培養して酵母以外の集落を見ぬと， 
1940年 B. G. Bibby(27)は口腔内細菌0.0001%以
下で酸産生を抑制され 0.025%で発育が抑制される
と述べている。更に富田(9)(10)は Radaish法によ
り殺菌力試験を行ない，大腸菌，パラ大腸菌，サ
ルモネラ属， 赤痢菌に対して全く殺菌力が認めら
れず叉 NaFを含むブイヨン，固形培地によって発
育抑制試験を行なった結果ブイヨンでは NaFの濃
度 0.1~0.5% で明らかに発育抑制を示したが，固形
培地では C.6~0.9% で発育を抑制した。叉殺菌力は
通常の Raddish法では認められなかったので長時
間作用させた結果48時間作用に於て 150倍(0.67%)
以仁で大腸菌を， 250倍 (0.4%)でチフス菌，志賀
菌を殺減した。ぺプトン水を培地とした際の発育阻
止試験では 0.05%，普通寒天培地では 0.05~0.07%
の添加で発育を阻止した。何れにしても NaFの細
菌発育抑制作用は弱く， M. H. Roberts(28)は普通
ブイヨン中 2.0%NaF濃度に於てすら殺菌力は認
められぬと報告している。里見(29)によれば弗素は
赤痢菌，腸内病原菌に対し発育阻止に作用し，叉弱
度なら狂犬病ヴィールスに殺菌力があるとし，木村
(30)は NaFは黄色葡萄状球菌K対して 0.5%，大腸
菌に対しては 0.8~1% 迄は略々正常に細菌の発育
を認め， 200倍液は痘癒ヴィールスの増殖を抑制し
2000倍には抑制作用なしと発表し 7こ。金岡山〉は
NaF. KF 溶液を牛痘ヴィー jレス液と混じて 370C
1時間作用させた後，家兎皮内でヴィールス活性を
検べると 200倍値で不活性化して 2000倍で作用が
認められなかったと述べている。三好(11)は NaF
を各濃度比含有せしめた普通ブイヨン中K一定量の
菌を接種した後 24，48，72，96及び 120時聞に於
て潤濁度を測定しその発育抑制度を検し FDA209 
株では 0.1%NaF濃度で発育抑制が著明に見られ，
0.3%濃度で発育阻止され，大腸菌では1.2%濃度 
に至っても尚僅か乍ら発育する，パラチフス B菌
は1.1%NaF濃度で、僅少の発育が見られた。チフス
菌は 0.8%濃度附近で発育が阻止される。志賀菌も
この濃度以下で発育が阻止される事を証明した。
パうチフス菌， 志賀菌，駒込 BllIは1.0%で発育
が阻止され木村(30う三好(11)の成績と略々一致した
結果を得た。 209P，枯草菌は 2.0%に至るも発育
が認められ三好(1)の成績と異なる数値を示した。
叉大腸菌，パラ大腸菌，サノレモネラ属，赤痢菌の 
NaF加ブイヨンの発育抑制には富田の示せる数値
より高濃度を要した。叉 NaF加ゼラチン平板上の
抑制は大腸菌， チフス菌，駒込 B1lI，志賀菌は 
Tappeiner. 富田の成績に略々一致した。 NaF加
ブイヨンは NaF加ゼラチン平板上の発育抑制力よ
り弱い乙とが知れた。之は温度による細菌の発育速
度に関係するものと考えられる。叉難溶性の CaF2
を用い電流lとより Fイオンを遊離させることによ
り殺菌作用を認めた。之により NaFの細菌K対す
る発育阻止作用は Fイオンによるものである事が
知られた。
第 5章 大腸菌の生物学的性状に対する
弗衰の影響
弗素の各種細菌の生物学的性状に対する影響Kつ
いて米沢(32)等は弗素添加培地(1.5，10，P. P. M) 
に継代接種培養した歯今牙脱灰菌，歯牙溶解菌は，グ
ルコーゼ，サッカローゼ，マンノーゼ，の分解が対
照l乙比し遅延するがラクトーゼ、分解は促進し，グラ
ム染色性其の他の生物学的性状には変化がないと云
い，山岸(3)は各種腸内細菌保存株は NaFK対し
て種々の感受性を示し葡萄状球菌は抵抗性小で大腸 
菌属は抵抗性極めて大であり之等の菌株は試験管内
に於て耐性を獲得し其の程度は大腸菌が大である。
耐性株の形態的変化は著明でないが或程度の変異は 
一般に再び旧形を復す事を認め，富田(9)(10)は培地 
、~( NaFを添加してインドーJレ反応K対する NaF 
の影響を検査しインドール産成微弱菌でインドール
出現時聞が少し延長した以外lと変化は認められなか
った。硫化水素産成は全く影響ーされなかったが中性
紅還元作用は 0.2%以上の NaFで抑制された。カ
タラー ゼ、作用は NaF~(より著明に抑制されたが菌
のカタラーゼ産成は影響されず凝集反応及び菌の
被凝集性は NaF~(よって影響きれなかった。叉 
0.001--0.07%酸性 NaFを含む寒天培地上に発育
した菌の集落，菌の形態，染色性の変化は認められ
なかった。叉乳糖寒天培地に 0.005--0.02%添加す
ると大腸菌の乳糖分解は抑制されるが 0.03%以上
の添加では再び乳糖分解が認められ，叉娘集落の発
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生が見られたと報告している。三好(11)は大腸菌及
び黄色葡萄状球菌を用いての耐性上昇実験では継代 
50数代で両菌株共 3--4倍の耐性を得たに止り， 耐
性菌の生物学的性状は殆んど対照菌と変る所なく只
僅lζ黄色葡萄状球菌 FDA株で糖分解作用の軽度
の変化を認めたのみで感受性への復元は 50数代で
も認められず，叉生物学的性状も大差は認められな
かったと述べている。叉帆足(34)は歯牙脱灰菌・歯
牙溶解菌を1.5 1.0 P. P. M の微量弗素添加培地 
K 10代 20代継代接種した結果形態，運動，グラム
染色， Voges-Proskauer反応， メチール赤試験，
カタラーゼ反応，ゼラチン液化等に変化なく糖分解
能はグJレコーゼ，マンノーゼ，サツカローゼ，ラフ
イノー ゼ， "1乙対して醗酵作用は阻害的K，ラクトー
ゼl乙対して促進的で、あったと発表した。木村(30)は
大腸菌，黄色葡萄状球菌の NaFK対する耐性菌を
作ったが 50代で約 3，..4倍の耐性を得たに止り，対
照との差は著明なものではなく僅かに糖分解作用等
に少々差があったと報告している。
実験及び結果 
1) 実験:普通ブイヨンK NaFを夫々 0.01%， 
0.5%，1.0%，2.0%，CaF2 を2.0%Iζ加え之に大腸
菌を接種し 370C24時間培養後，之等より B・G・ 
L・B培地Ir一白金耳宛うつし 48時間後ガス発生，
糖分解能を示せるものより一白金耳づっ寒天斜面に
移植し 370C24時間培養後之等より一白金耳宛の菌
を食塩水 1cc Ir溶かし之より一白金耳宛各培地に
植えた。
第 7表 大腸菌の NaF.CaF2 による生物学的性状の影響 
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作用を有し醸酸酵素に対して毒作用を及ぼすと報告
第 6章'自癖菌に対する弗衰のイオント している。宮崎(40)等は NaF は 1~0.5% で乳酸菌
フオレーゼ の発育を完全児阻止し唾液の酸醗酵作用応対しては 
イオントフォレーゼ、は Iontheropie(Delheru u 1% NaFで殆んど之を防止し， 0.01%で尚阻害作 
Laguerrier司叉はジェレクロリーゼ (Bjonde)と 用が見られると述べている。
も云われ，電流を利用し皮膚を通じて電解性薬剤を 米沢(32)等は弗素添加培地(1.5 1.0 P. P. M) f[ 
身体内に送入する治療法で，古くフランス学派民利 継代接種培養した歯牙脱灰菌，歯牙溶解菌は市販安
用されていたが近年諸種薬物殊にヒスタミン，アセ 門製剤lζ依る醗酵試験の結果完全に醗酵を阻止し得
チーJレヒヨリンなどの薬理作用が究明されてより， た事を。有道(41)池田(42)等は濃度が関係すると述
之等を利用し色々の疾患に応用されるに至った。即 べ，平田(43)は赤痢菌・チフス菌・大腸菌に対し弗
ち最近独逸の Brucknerはノボカイン・蛇毒或い 化物は其の作用濃度』とより発育阻止・酸化醗酵抑制・
はモノヨード酷酸のイオントフォレーゼをロイマチ 殺菌等の作用を及ぼすと述べており， 米沢(44)(45)等
ス性関節炎に用いて効果を挙げ，叉本邦でも榊原は は弗化物 (NaF. KF. NH4F. Na2 SiF2) は 0.1~
炎症局所にアセチーJレヒヨリンを佐々木はトラコー 1%で麟蝕病原菌の発育阻止及び含氷炭素酸酵阻止 
マにホモス Jレファミンをイオン導入し夫々効果を収 作用があり，叉細菌に対して各種弗化物を用い細菌
めたと言っている。弗素のイオントフォレーゼK関 発育阻害並びlζ酸醗酵阻害実験を行なった結果或る
する文献を按ずるに井上等(55)吋 60)は Basedou氏 種の弗化物は麟蝕細菌に対して著明な阻害作用があ
病，高血圧症に弗化水素を用いイオントフォレーゼ ると述べている。下原(46)は踊蝕症の発生と進行の
を行ない，布施(61門的鈴木(64)は高血圧症に用い夫 抑制に関し弗素地域の学童の口腔iζ本症の少ない事
々著効を収めている。 は弗素の直接の殺菌力Kよるものではなく，長期微
著者も動物実験を行ない好結果を得たので報告す 量の弗素を含む飲料水を使用することにより歯牙が
る。 全身的局所的lζ耐踊蝕性を確得したものであると述
実験:モルモットの背部の毛を一部切除し完全に べている。窪田 (47)は弗素の踊蝕抑制作用は歯牙の
消毒したる後皮膚表面を乱切し白癖菌をすり込み完 耐性の増強で、なくむしろ酵素的作用に因るものと考
全に白癖症になした後 1週間自に患部に CaP群， えたいと云っている。白土例〉は NaFの局所塗布 
NaF群応分けイオントフォレーゼを行なった。 では細菌の発育及び醸酸を抑制すると言い，鈴木(49)
実験成績:モルモットの白癖症は放置しておいて は微量 F イオンが醸酸醗酵を抑制!し，麟蝕細菌の
も1カ月以内に自然治癒するものであるが， CaF2 新陳代謝を障害しそれが Fイオンの踊蝕予防機転
イオントフォレーゼ群に於ては導入開始後約 1週間 の本態をなすものと考えた。野添(50)は各細菌何れ
前後で， NaFイオントフォレーゼ群では約3日~ も NaFf[依り呼吸が阻害せられ而も高濃度Jζ至る 
5日後民治癒傾向を示した。 程其の影響が著明lと現われ， 1%に於ては殆んど微
人体lζ於ける汗癌様白癖症所謂水虫に対する治療 量の呼吸しか営まないが，漸次低濃度になるに従い
にイオントフォレーゼを行ない全例に於て著効を得 呼吸量が増加し， 0.001%前後に於いては対照と同
たがこれは別の論文で報告する。 程度の呼吸量を認めたと述べている。竹田 (51)(52)は 
NaFの 1%稀釈液前後迄は寺島株の発育抑制が認
第7章者察並びに総括 められ踊蝕細菌の呼吸K及ぼす弗素の影響を検した
弗素の各種細菌に対する発育抑制作用機序につい 所，呼吸量は JOCより次第に上昇し 37 0Cで最高と
ては多数の研究があるが，その見解は区々であり未 なり 4TCで叉減少し， pHの影響は pH7.1が最
だ確言を得られない状態である。正木(35)によれば 低でそれより酸性側でもアルカリ性側でも呼吸量は
弗素は細菌の酵素の働きを抑制し醸酵作用を減ずる 増加したと述べ， 叉醸酸抑制率は CaF2が非常に 
と言い， 総山(36)は乳酸醗酵を抑制する作用がある 大きく CaF2が約三而6ー
M の極めて稀薄な濃度にも
事を認め， 秋吉(37)は弗素による踊蝕の抑制は耐酸 かかわらず， 80%前後の抑制率を示すと報告してお
度の増加のみならず乳酸菌の殺菌作用等の複合作用 る。三好(11)(聞は貰色葡葡状球菌， 209Pが最も抵
であるとしている。美濃口 (38)(39)は弗素は酵素毒と 抗少なくブイヨン中 0.3%で発育阻止され， 次に志
して醸酸醗酵を抑制し，叉弗化物水溶液が醸酸殺菌 賀菌及び寺島株，チフス菌，パラチフスA菌，緑膿
i
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菌，パラチフス B菌の)1債に強く大腸菌は最強で1.2

%で尚僅かの発育を示し， 態的lζは発育阻止点附

近で菌体の肥大，延長が認められた。乙れは菌体分

裂障害によるものと考えられたと論じている。更に

帆足(34)(54)は弗素は高濃度では酸発生を阻害すると

云い，水中微量弗素の踊蝕予防作用機転は，麟蝕細
菌発育阻害作用，或いは殺菌作用を主体とするもの
でなく踊蝕細菌殊に醗酵細菌の糖分解低下による酸
産生の減少を主体作用とするものと述べている。著
者の NaF. CaF2を用いての実験によれば弗素の
細菌応対する殺菌乃至阻害作用は弗素イオンによる
乙とが知れ，その作用は糖分解能異常が本態ではな
く，酵素作用阻害が主因をなすものと云える。即ち 
0.5%，1.0% NaF 1(:於ては細菌の表面酵素が阻害
され， 高濃度 2.0%1(:至り内部酵素も侵され新陳代
謝障害をきたし死滅するものと思われた。之・を物理
化学的見地より考察すると，一般に F，0，N，S， 
の様な電気的に陰性なる原子は水素原子 H[プロト 
ン(Hつになりやすい〕と結合し易い。特rc.F，は 
電気陰性度が 4.0で 0，の 3.5. Nの 3.0，Sの 2.5 
k比してこの作用が大きい。この様lζ弗素イオンは 
電気陰性度が大であるため，細胞膜の集合状態に変 
化を生じ，それは膜の強化を意味して分裂しにくく 
するわけであり，細胞内液体について云えば蛋白質 
分子量の増大は細胞内惨透庄の減少となり，分裂す 
べきエネJレギーの減少を意味する。従って細菌の増 
殖により生存すべき物質は活動を停止して遂には死 
滅l乙至るものと考えられる。 
吾.0・第8章結 日間 
著者は弗素の各種細菌に対する殺菌機序について 
次のことを知り得た。 
1) NaF. CaF2 のゼラチン培地に於ける各種細菌 
の発育に及ぼす影響を検し， NaF 1(:於ては 1%で 
完全K菌の発育抑制を認め。 CaF2 1(:於ては pH5 
を除き 2%でも菌の発育抑制力がないととが知れ 
Tこ。 
2) 液体培地lζ直流 15V.電流を使用し弗素イオン 
を遊離せしめ，菌の発育抑制作用を検した結果より 
弗素の菌発育抑制作用は弗素イオンによるものであ 
ることが知れた。 
3) 大腸菌の生物学的性状に対する弗素の影響は 
  
NaF，CaF2 の場合共にカタラーゼ反応が 0.5%
 
NaF， 1. 0% NaF. K於て阻害された他は変化がな
 
かった。之により酵素作用が主因をなすものと考え
 
られた。
欄筆に当り終始御懇篤なる御指導と御鞭捷並
びに御校聞を賜わった，恩師谷川教授に衷心より
感謝と敬意、を捧げると共に，終始貴重な御助言，
御鞭捷を賜わった田波助教授，金井講師並びに
教室員の方々に対し深甚なる謝意、を表します。
参者支献 
1) Tappeiner: Arch. Exp. Path.， 25，203， 

1889. 

2) Tappeiner: Arch. Exp. Path.， 27，108， 

1880. 

3) O-Hewelke: 477，1890. 
)，r.Med. Wsch 
4) Marpann: Zbl. Bact. 1，25，309， 1899. 

5) 須]11: 朝鮮医会誌， 11，.27，10，63，1937. 

6) 須]11: 朝鮮医会誌， 14，29，8，91，1939. 

7) Clapper: Proc. Soc. Exp. Biol. Med. 

65，333，1947. 

8) Fitzgerald: J. Bact. 55，677，1948.. 

9) 平田: 日細菌誌， 7，3，211，1952. 

10) 富田: 日細菌誌， 7，4，297，1952. 

11) 三好: 日細菌誌， 10，12，1021. 

12) Ackermann: J. Exp. Med. 93，635，1951. 

13) Fawaz: Proc. Soc. Exp. Biol. Med. 84， 

680，1953. 

14) Clowes: Proc. Soc. Exp. Biol. Med. 

81，356，1952. 

15) 渡辺: Proc. Soc. Exp. Biol. Med. 80， 

758，1952. 

16) Ainslie: J. Exp. Med. 95，9，1952. 

17) 末J1い 京都府立医大誌， 3，4. 

18) 莞濃口: 日口腔科誌， 1，4，261. 

19) 釆井: 最新医学， 9，8，1167. 

20) 大久保: 口腔衛会誌， 2，1，29. 

21) 岩沢: 昭和医会誌， 15，4，316. 

22) 釆井: 小児紀要， 1，1，93. 

23) 渡辺: 日口腔科会誌， 5，3，364. 

24) 二階堂: 日医大誌， 24，7，459. 

25) 鈴木: 日口腔科会誌， 1，3，191. 

26) 竹田: 科学試験研究報告集録歯学編， 28年度
 
5. 

27) B. G. Bibby: J. D. Des. 19，391，Aug. 

1940. 

28) Roberts: J. Bact. 52，612，1946. 

-1174- 千葉医学会雑誌 第 36巻 
29) 里見: 総合医学， 8，17，769， 46) 下原: 東医新誌， 70，3，163. 
30) 木村: 総合研究報告集録医学及び薬学編， 29 47) 窪田: 日薬理誌， 50，1，10. 
年度， 325. 48) 白土: 歯科時報， 6，7，310. 
31) 金岡: Virus 3，3，254. 49) 鈴木: 日口腔科会誌， 2，3，147. 
32) 米沢: 日細菌誌， 6，3，230. 50) 野添: 日口腔科会誌， 1，3，236. 
33) 山岩: 公衛， 11，2，76， 51) 竹田: 学術日報別冊資料， 21，129. 
1.3，33学術日報別冊資料，竹田:52)46.，2，.13公衛，帆足:34) 
1.，1，11日細菌誌，三好:53)396.，21，3歯界展望，.iE木:35) 
36) 総山: 歯界展望， 5，11，363. 54) 帆足: 公衛， 13，1，37. 
37) 秋吉: 歯界展望， 5，11，352. 55) 井上: 日内分泌会誌， 12，1，69. 
38) 美濃口: 薬学研究， 20，6，124. 56) 井上: 日内分泌会誌， 24，3，411. 
1.60，7，40精神神経誌，井上:57)，339，11，5美濃口: 歯界展望， 39) 
40) 宮崎: 歯界展望， 6，8，281. 58) 井上: 大阪医会誌， 35，10，1915. 
41) 有道: 日本歯科医師会学術会議会誌， 1949年 59) 井上: 臨内， 3，6，607. 
1134. ，.9，9大阪医新誌，井上:60)25.度， 
42) 池田: 日歯科医師会誌， 5，3，10~ 61) 布施: 実験医報: 270，902. 
43) 平田: 医学通信， 3，214. 62) 布施: 大阪医会誌， 36，4，149. 
44) 米沢: 日歯科医師学術会会議誌， 1950年度， 63) 布施: 臨内， 3，5，485. 
167. 64) 鈴木: 来医新誌， 3079，1135. 
45) 米沢: 歯科医学， 15 
